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1  目的 

1.1  本スタンダードはAMHSの個別装置モデル（SEM）を確立するものである（AMHS SEM）。モデルは装置

特性および動作で構成されており，それらはSEMI E30 の基本要求および追加選択性能と共に実装される予定で

ある。本スタンダードの趣旨は自動化された（半導体製造など）工場へのAMHS SEM準拠の搬送装置の統合を容

易にすることである。本文書では工場自動化コントローラ（ホスト）から見たAMHS SEM準拠の搬送装置の運用モ

デルを定義して趣旨を実現している。ここでは標準化されたホストインタフェースおよび搬送装置の運用動作（コン

トロール，状態モデル，データ報告，報告レベルなど）が定義されている。本スタンダードの範疇の課題のいくつか

に関しては今後も活動を続ける必要がある。その課題とはトラフィック管理特性（キューイング），キャリア移載のた

めのパラレルインタフェース（SEMI E84），搬送保管システムコントローラアーキテクチャ，および搬送単位の配送

などである。 

2  範囲 

2.1  本スタンダードの範囲は（§11 に規定してある）GEMモデルに準拠するSEMI装置通信スタンダード 2
（SECS-II）によってホストが認識する，搬送または保管または搬送と保管の両方の組合せをサポートする材料搬送

保管装置の使用法および説明に限定されている。本スタンダードはSECS通信リンクを通じて装置がどのように見

えるかを定義しているが，装置の内部オペレーションは定義していない。ここにはこのクラスの装置すべての基準と

して個別TRANSFERコマンド状態モデルおよび搬送保管システムコントローラ（TSSC）状態モデルが含まれている。

2.2  

 

本文書では（§11 に規定されている）GEM基本要求および追加選択性能はAMHS SEM準拠の搬送装

全問題を取り扱うことを意図していない。このスタンダ

3  参照スタンダードおよび文書 
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4  用語 

4.1  略語および頭字語 

aterial Handling System） － 自動材料搬送システム 

ッド 

搬送保管システムコントローラ 

ア（carrier） － 複数の基板を保持するための固定位置を持つ容器。キャリアの例として，FOUPおよ

ンカセットがある。 

carrier location） － AMHS内の場所で，それは物理場所または  

ム，あるいはホストと搬送装置システムの中間システム。搬送

クトリおよびユーザにあたる。本 書では搬送保管システムコントローラ（TSSC）をコントロール

が搬送される搬送装置上の場所。 

る開放型容器。 

保管場所，台車
移載場所を含 はない。例えば，移載場所は保管場所  

キャリアロ
ケーションの一種。それは最大１個のキャリアを保持出来る。 

。 

のに使用される搬送装置。ウェーハソータ，プロ

装置を除く。 

管に使用されるキャリアロケーションの一種 

ション 

ンドで運べ

 

である。 

である。 

）） －単一のTSSCの制御下にあるAMHS装

から成り，材料 るシステム。

 Co ストと通信しシステム

を装置として表現する，搬送保管システムのコントローラ 

な，搬送保管システムの

物理的な構成要素 

4.1.1  AMHS（Automated M

4.1.2  FOUP（Front Opening Unified Pod） － フロントオープニングユニファイドポ

4.1.3  GEM（Generic Equipment Model） － 包括的装置モデル 

4.1.4  PGV（Person Guided Vehicle） － 手動誘導搬送車 

4.1.5  TSSC（Transport and Storage System Controller） — 

4.2  定義 

4.2.1  キャリ
びオープ

4.2.2  キャリアロケーション（ 仮想場所である。

4.2.3  FOUP － ウェーハを保持する閉鎖キャリア 

4.2.4  ホスト（host） － ファクトリコンピュータシステ

装置にとってはファ 文

する，あるいは監視するシステムを指す。 

4.2.5  ロードポート（load port） － キャリア

4.2.6  オープンカセット（open cassette） － 1 枚あるいはそれ以上の基板を入れ

4.2.7  物理場所（physical location） －最大１個のキャリアを保持出来る場所。それは，ポートや

場所， む。それらは互いに排他的で かもしれない。

4.2.8  ポート（port） －この搬送保管システムと，他のシステムまたは人の両方によってアクセス出来る

4.2.9  ポート群（port group） －ポートのグループを表す行先

4.2.10  製造装置（production equipment） － 半導体を製造する

セス，および計測装置を含み，搬送

4.2.11  保管場所（storage location） －キャリア保

4.2.12  移載場所（transfer location） －AMHSがキャリアを取ったり置いたりするキャリアロケー

4.2.13  搬送単位（transfer unit） － TSシステムの搬送（キャリアの集合）要素。一つのTRANSFERコマ

る最大キャリア数： 

• AA は搬送元で積み込める最大キャリア数である。

• BB は搬送先へ置ける最大キャリア数である。 

• CC は一つの搬送台車で運べる最大キャリア数

• 搬送単位の最大サイズは AA，BB，および CC の最小値

4.2.14  搬送保管システム（Transport and Storage system（TS system
置全体 の搬送や保管の目的に使用され  

4.2.15  搬送保管システムコントローラ（Transport and Storage System ntroller） －工場ホ

4.2.16  TSユニット（TS unit） －台車やノード，ドッキングユニット，ポート，クレーンのよう
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4.2.17  台車（vehicle） －搬送単位を移載場所間で搬送する搬送ユニット。台車は移載場所キャリアをアンロード

動作で取り上げ，キャリアを移載場所にロード動作で置く。 

的に保持する，AMHS内のループは仮想場所である。 
4.2.18  仮想場所（virtual location） －単一の物理場所に必ずしも対応しない仮想の場所で，１個以上のキャリア

を保持出来る。例えば１個以上のキャリアを巡回保管で一時

4.2.19  ゾーン（zone） － 単数または複数の保管場所に対する論理的な割付。個々の保管場所はゾーンに属す

る必要はない。保管場所は最大でも１つのゾーンにしか属せない。 
 

 

factory network

host/equipment
communications

TS system

internal proprietary
communications

Factory Host

TSSC

TS unit TS unit TS unit

 
図 1 

搬送保管システムの例 
 

5  通信仕様要求 

1  AMHS SEM準拠の搬送装置はSEMI E30 の通信状態モデルに従うことが要求される。さらに，AMHS 
置は高速SECSメッセージサービス・シングルセッションモード（SEMI E37 およびSEMI E37.1，

6.1  状態モデル要求条件 

ダードに含まれている状態モデルはAMHS SEM準拠の搬送装置への要求条件である。本スタ

ル（§11）で要求されているGEM性能に従ってコントロール，通信，オンライン／オ

置イ

きるが，AMHS SEMが定義した状態遷移を変更してはいけない。AMHS 
SEM状態間で起こることになっている遷移はすべて起こらなければならない。 

5.
SEM準拠の搬送装

HSMSおよびHSMS-SS）通信スタンダードをサポートする。 

6  状態モデル 

6.1.1  本スタン

ンダードはSEMI E30 状態モデ

フラインなど）を全部実装することを要求している。状態モデルは状態モデル図，状態定義，および状態遷移表で

構成されている。本スタンダードにおける状態遷移はすべて，特記しない限り，収集イベントに対応する。 

6.1.2  状態モデルはホストから見た搬送装置の姿であり，必ずしも搬送装置の内部オペレーションを記述してい

るとは限らない。AMHS SEM状態モデルの遷移はすべて，それらの遷移の要求条件を満たしている内部装

ベントに適宜マッピングされる。インプリメンテーションによっては搬送装置はある状態に入るだけで，別の状態へ

遷移するためにIBSEM状態モデルが要求する条件をすべて満たす場合がある。その場合，搬送装置は追加アク

ションなしに要求された遷移を行う。 

6.1.3  搬送装置によっては本スタンダードに記述されているもの以外に下位状態を追加する必要があるかもし

れない。下位状態を追加することはで
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6.2  TSSC状態モデル 

6.2.1  TSSC状態モデルの要求条件 

6.2.1.1  搬送保管システムの状

供することである。TSSC状態モデルは

態モデルの目的は搬送保管システムのステータス全般に関した情報をホストに提

SEMI E30（GEM）状態がON-LINEの場合に有効となる。TSSC状態モデル

合には有効ではない。搬送保管システムは多数のコンポーネント（台はSEMI E30（GEM）状態がOFF-LINEの場

車，ロボットアーム，IDリーダなど）で構成されている可能性があるため，（TSSCから見た）いくつかの搬送コンポー

ネントのオペレーションモードがマニュアル状態でもON-LINEオペレーションを続行できるかもしれない。搬送保

管システムの個々のコンポーネントがマニュアル状態に入った時どうなるかは，細かくはAMHS SEM搬送装置サ

プライヤによって異なる。SEMI E30 コントロール状態がOFF-LINEからON-LINEに変わった場合，TSSC状態モデ

ルはTSSC INIT状態から始まる。 

6.2.2  TSSC状態モデル 
 

 

TSSC INIT
11

PAUSED AUTO

PAUSING

2

3

456

OUT OF SERVICE

IN SERVICE

89

C
7

SYSTEM AVAILABILITY

 
図 2 

包括的 AMHS SEM TSSC 状態モデル図 
 

6.2.3  TSSC状態定義 

6.2.3.1  TSSC INIT － TSSCの初 ホストからのコマンドは実行さ

い，あるいはキューイングされない。 

ステムのPAUSEコマンドが受信され，実行されている。現在移動中の全てのキャリアは

始してはいけない。TRANSFERコマンドが受け付けられキューイングさ

 

TRANSFERコマンド状態のように処理される。 

期化が行われている。これは非運転状態である。

れな

6.2.3.2  PAUSING － シ

安全な停止位置に達するまで動き続ける（それらのTRANSFERコマンドはアクティブのままである）。移動中のキャ

リアは移動を続行できるが，別の移動を開

れる。状態問い合わせはすべて処理される。他のリモートコマンドも表 14 のリモートコマンド versus TSSCおよび

TRANSFERコマンド状態のように処理される。 

6.2.3.3  PAUSED －キャリアは他の搬送保管システムによって，あるいはオペレータによって取り除くことが出来る。

TRANSFERコマンドが受け付けられキューイングされる。状態問い合わせはすべて処理される。他のリモートコマ

ンドも表 14 のリモートコマンド versus TSSCおよび

6.2.3.4  AUTO － システムは正常なオペレーション状態にある。コマンドは積極的に処理される。 

6.2.3.5  IN SERVICE －システムはキャリアの移動を遂行出来る。 

6.2.3.6  OUT OF SERVICE －システムはキャリアの移動を遂行出来ない 

6.2.4  TSSC状態遷移表 
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表 1  TSSC 状態遷移表 

遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 None システムのリセット TSSC INIT S6F11 
TSSCAutoInitiated 

システムはスタートアッ

プシーケンスを実行す

る。 
2 TSSC INIT 始した。す

べてのロード・アンロードが完了

している。 

システムは正常に開 PAUSED S6F11  
TSSCPaused 

システムレディ状態。 

3 PAUSED TSSC はレジュームされる。 AUTO S6F11 
TSSCAutoCompleted マンドを実行できる。 

停止した搬送は，通常

システムはすべてのコ

のモーションを再開す

る。 
4 AUTO TSSC is requested to pause. PAUSING S6F11 

TSSCPauseInitiated 
に達するまで動き

現在移動中の全ての

キャリアは安全な停止

位置

続ける 
5 PAUSING TSSC はレジュームされる。 

TSSCAutoCompleted 

搬送は，通常

AUTO S6F11 システムはすべてのコ

マンドを実行できる。 
停止した

のモーションを再開す

る。 
6 PAUSING すべてのキャリアのロード／アン

ロードが完了している。 
新規のロード／アンロードは行

ードは

PAUSED S6F11 
TSSCPauseCompleted 

するが，実行は

われない。 
未完了のロード／アンロ

将来行われる。 

システムは新たなコマ

ンドを受け入れキュー

イング

しない。 

7 None ュームされる。 OUT OF 
SERVICE 
または 

S6F11 
TSSCOutOfService 
または 

Service 

態は搬送保

管システムの現在状態

またはシステムリセット

TSSC はレジ

IN 
SERVICE 

TSSCIn

新しい状

前の状態に基づく。 

8 OUT OF SERVICE 搬送保管システムは自分が搬

送保管に利用可能であると判

断した。 
 

SSCInService IN 
SERVICE

S6F11 T  

9 IN SERVICE 搬送保管システムは自分が搬

送保管に利用されるべきでない

と判断した。 

 OF OUT
SERVICE 

S6F11 
TSSCOutOfService 

 

 

6.3  コマンド

3.1  TRANSFERコマンド の要求条件 

の目的はTRANSFERコマンドの実行状態に関してホストに情報を提供

することである。 FERコマンドはホストによる搬送およびスケジューリングの管理を可能にする。TRANSFER
ド状態モデルを一つずつ持つ。 

TRANSFER 状態モデル 

状態モデル6.

6.3.1.1  TRANSFERコマンド状態モデル

TRANS
コマンドはひとつひとつがそれぞれTRANSFERコマン
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6.3.2  TRANSFERコマンド状態モデル図 

6.3.2.1  AMHS SEM準拠の搬送装置に関するTRANSFERコマンド状態モデルは図 3 に詳細に記されている。 
 

H*

H*

NOT ACTIVE

QUEUED 

TRANSFERRING

PAUSED 

ACTIVE

WAIT ING 

ABORTING 

CANCELING 

1 

2 

3

4

5
6 

78

9

10 

11

12

13

14

 
図 3 

包括的 AMHS SEM TRANSFER コマンド状態モデル図 
 

6.3.3  TRANSFERコマンド状態定義 

6.3.3.1  NOT ACTIVE － 搬送単位はTRANSFERコマンドによって物理的に搬送されていない。 

6.3.3.2  QUEUED（NOT ACTIVE下位状態）  －  TSSCはTRANSFERコマンドを確認してキューイングした。

TRANSFERコマンドはまだ実行開始されていない。 

6.3.3.3  WAITING（NOT ACTIVE下位状態） － TRANSFERコマンドが実行開始された。台車ベースのシステムで

は：台車は搬送単位を積み込むために搬送元へ移動する途中である。非台車ベースシステムについて。この状態

は一時的な状態であり，この状態に入った直後にWAITINGからTRANSFERRINGへの遷移が発生する。 

6.3.3.4  ACTIVE － 搬送単位はTRANSFERコマンドによって物理的に搬送されている。 

6.3.3.5  TRANSFERRING（ACTIVE下位状態） － TRANSFERコマンドが搬送装置により実行されている。 

6.3.3.6  PAUSED（ACTIVE下位状態） － TRANSFERコマンドが装置により実行されていない。 

6.3.3.7  CANCELING － TRANSFERコマンドのキャンセルプロシージャが実行され，ACTIVE状態に入っていな

い（QUEUEDあるいはWAITINGのどちらかにいる）TRANSFERコマンドを終了させる。CANCELリモートコマンド

でこの状態へ入る。 

6.3.3.8  ABORTING － TRANSFERコマンドのアボートプロシージャが実行され，ACTIVE状態に入っている

TRANSFERコマンドを終了させる。この状態へはABORTリモートコマンドでしか入れない。 
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6.3.4  TRANSFERコマンド状態遷移表 

表 2   TRANSFER コマンド状態遷移表 

遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 None ホストが作成した

TRANSFER コマンドを

TSSC が確認した。 

QUEUED   

2 QUEUED TSSC が TRANSFER コ

マンドを実行開始した 
WAITING S6F11 Transfer-

Initiated 
台車は搬送単位を積み込むた

めに搬送元へ向かっている。 
もし台車を待つことなしに搬送

が開始できるならば，搬送保

管システムは遷移 2 と 3 の代

わりに遷移 14 を用いる 
3 WAITING 搬送単位の最初のキャリ

アの積み込みが始まる。 
TRANSFERRING S6F11 

Transferring 
 

4 NOT ACTIVE ホストが発行した

TRANSFER コマンドのキ

ャンセルを TSSC が受諾

する。 

CANCELING S6F11 
TransferCancel-
Initiated 

CANCEL リモートコマンドが発

行され，物理的に搬送状態に

なっていない TRANSFER コマ

ンドを終了させる。 
5 CANCELING 搬送保管システムは

TRANSFER コマンドをキ

ャンセルできない 

Previous NOT 
ACTIVE sub-state 

S6F11 
TransferCancel-
Failed 

搬送装置が TRANSFER コマ

ンドのキャンセルを成功して完

了させられる能力は AMHS 
SEM 準拠の搬送装置サプライ

ヤによって異なる。 
6 CANCELING 搬送保管システムおよび

TSSC が TRANSFER コ

マンドのキャンセルプロシ

ージャを完了させる。 

None S6F11 
TransferCancel-
Completed 

搬送単位はまだ搬送元にあ

る。搬送単位のキャリアは

（AMHS あるいは PGV ベース

の）以降の搬送に含まれる場

合がある。 
7 TRANSFERRING TSSC は異常な状況によ

り TRANSFER コマンドの

実行を一時停止する。 

PAUSED S6F11 
TransferPaused 

台車が一時停止していないの

に TRANSFER コマンドの状態

が PAUSED になる，という状

態を区別することは重要であ

る。 
8 PAUSED 異常な状況が解除された

ため，TSSC は

TRANSFER コマンドの実

行を再開する。 

TRANSFERRING S6F11  
Transfer-
Resumed 

 

9 ACTIVE ホストは TRANSFER コマ

ンドのアボートを指示す

る。 

ABORTING S6F11 
TransferAbort-
Initiated 

TRANSFER コマンドを終了さ

せるために ABORT リモートコ

マンドが発行される 
10 ABORTING 搬送保管システムおよび

TSSC が TRANSFER コ

マンドのアボートプロシー

ジャを完了させる 

None S6F11 
TransferAbort-
Completed 

搬送単位は ACTIVE 搬送の

経路のどの箇所にいてもよい。

アボートされた TRANSFER コ

マンドに関連したキャリアの位

置は，新たな Transfer コマンド

を発行する際の Source(s)にな

る。 
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遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

11 ACTIVE 搬送保管システムおよび

TSSC は TRANSFER コ

マンドを完了させる（正常

な場合と異常な場合があ

る） 

None S6F11 適切な

ResultCode を付

けて
TransferComple
ted をホストに送

信。成功ならば
ResultCode = 0 
失敗ならば
ResultCode Not 
= 0 

TRANSFER コマンドが異常終

了した場合は，キャリアは搬送

経路のどの箇所にいてもよい。

中断された TRANSFER コマ

ンドに関連したキャリアの位置

は，新たな Transfer コマンドを

発行する際の Source になる。 

12 ABORTING 搬送保管システムは

TRANSFER コマンドをア

ボートできない。 

Previous ACTIVE 
sub-state 

S6F11 
TransferAbort-
Failed 

搬送装置が TRANSFER コマ

ンドの ABORT を成功して完

了させられる範囲は AMHS 
SEM 準拠の搬送装置サプライ

ヤによって異なる。 
13 CANCELING 搬送保管システムは

TRANSFER コマンドをキ

ャンセルできない。なぜな

ら搬送開始されてしまっ

たため。 

TRANSFERRING S6F11  
Transferring 

搬送装置が TRANSFER コマ

ンドの CANCEL を成功して完

了させられる範囲は AMHS 
SEM 準拠の搬送装置サプライ

ヤによって異なる。 
14 QUEUED TRANSFER コマンドが

TSSC によって開始され

た。 

TRANSFERRING S6F11 
Transferring 

搬送開始時にもし搬送単位が

台車を待たなければならない

ならば搬送保管システムは遷

移 14 の変わりに遷移 2 と 3 を

用いる。 
 

6.4  台車状態モデル 

6.4.1  台車状態モデルの要求条件 

6.4.1.1  台車状態モデルの目的は，搬送台車に関する情報および計測のみによるトラッキングデータをホストが使

えるように，さまざまな情報を提供することである（つまりホストは台車をコントロールしない）。各台車は必ず個別に

それぞれの台車状態モデルに準拠しなければならない。この状態モデルのインプリメンテーション（関係するイベ

ントおよび変数のインプリメンテーション）は，台車を持たないAMHSについては要求されない。この場合，ホストは

台車状態モデルから送られてくるイベント情報に依存してはならない。 
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6.4.2  台車状態モデル 
 

 

9

1112

10

4

2 5

INSTALLED

1

NOT ASSIGNED

REMOVED

7

ASSIGNED

8

3

6

IN SERVICE

OUT OF SERVICE

AVAILABILITY
ACTIVITY

ACQUIRING C

1415

PARKED

13

ENROUTE

DEPOSITING

 
図 4 

包括的 AMHS SEM 台車状態モデル図 
 

6.4.3  台車状態定義 

6.4.3.1  INSTALLED － 台車は使用可能な状態にある，あるいはTRANSFERコマンドに使用されている。この状

態にある台車に関した有効な収集イベントおよびアラームはすべてホストへ送信される。 

6.4.3.2  REMOVED － 台車はホストが指示したTRANSFERコマンドに利用できない。この状態にある台車に関し

た収集イベントあるいはアラームはホストに送信されない。 

6.4.3.3  ASSIGNED（INSTALLED下位状態） － 台車はTRANSFERコマンドに割り当てられている。 

6.4.3.4  NOT ASSIGNED（INSTALLED下位状態） － 台車はTRANSFERコマンドに割り当てられていない。台車

には，搬送コマンドがアボートされたことによって，キャリアが載っている場合もある。 

6.4.3.5  IN SERVICE —台車はキャリアの移動を遂行出来る。ASSIGNED状態とNOT ASSIGNED状態はこの状

態の下位状態ではない。というのは台車がOUT OF SERVICEの時にコマンドがキャンセルされたりアボートされた

りすることによってASSIGNEDからNOT ASSIGNEDへの遷移は発生し得るからである。 

6.4.3.6  OUT OF SERVICE —台車はキャリアの移動を遂行出来ない。ホストがコマンドを発行した場合に，台車が

この状態にあるという理由だけでコマンドを拒否してはいけない。言い換えれば，台車の状態はホストからのコマン

ドを拒否する有効な理由ではない。 

6.4.3.7  以下はASSIGNED状態のオプションの下位状態である。 

6.4.3.8  ENROUTE（ASSIGNED下位状態） － 台車は搬送ポートへ向かっている。これはASSIGNED状態になっ

た時に入るデフォルト状態である。ホストが計測値による台車のトラッキングを完璧かつ適切に行うにはこの状態に

入らなければならないからである。  

6.4.3.9  PARKED（ASSIGNED下位状態） － 台車は下記の状況のとき，この状態になる： 

• 台車の到着後でロボットアームが動き出す前 

• ロボットアームの動作の完了後で台車が離れる前 

• ロボットアームの連続動作（積み込み／積み込み，および払い出し／払い出しなど）の完了後 
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6.4.3.10  ACQUIRING（ASSIGNED下位状態） － 台車はキャリアを積み込む作業を行っている（台車の限度次第

で一つあるいはそれ以上のキャリアが可能）。 

6.4.3.11  DEPOSITING（ASSIGNED下位状態） － 台車はキャリアを払い出す作業を行っている（台車の限度次第

で一つあるいはそれ以上のキャリアが可能）。 

6.4.4  台車状態遷移表 

表 3   台車状態遷移表 

遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 ENROUTE 台車が実行中の

TRANSFER コマンドに

関連した移載場所に

到着する 

PARKED S6F11 
VehicleArrived 

 

2 PARKED 台車が実行中の

TRANSFER コマンドに

関連した移載場所から

離れる 

ENROUTE S6F11 
VehicleDeparted 

 

3 PARKED 台車が搬送単位を積

み込み（ロード）できる

ようにキャリア移載パラ

レル I/O がスタートす

る。 

ACQUIRING S6F11 
VehicleAcquire-
Started 

台車がパッシブタイプなら，積

み込みは台車に搬送単位を

ロードする他の装置のロボット

が行う。 

4 ACQUIRING 搬送単位を積み込み

（ロード），装置から台

車へのキャリア移載パ

ラレル I/O が完了す

る。 

PARKED S6F11 
VehicleAcquire-
Completed 

 

5 PARKED 台車が搬送単位を払

い出し（アンロード）で

きるようにキャリア移載

パラレル I/O がスタート

する。 

DEPOSITING S6F11 
VehicleDeposit-
Started 

台車がパッシブタイプなら

ば，載置は台車から搬送単

位をアンロードする他の装置

のロボットが行う。 

6 DEPOSITING 搬送単位を搬入し（ロ

ード），台車から装置へ

のキャリア移載パラレ

ル I/O が完了する。 

PARKED S6F11 
VehicleDeposit-
Completed 

 

7 ACQUIRING 台車が搬送単位を積

み込み（ロード）できる

ようにキャリア移載パラ

レル I/O が完了し，台

車がキャリアを払い出

し（アンロード）できるよ

うにキャリア移載パラレ

ル I/O がスタートする。

DEPOSITING S6F11 
VehicleDeposit-
Started 

キャリア交換。 
例についてはシナリオ参照。

8 DEPOSITING 台車が搬送単位を払

い出し（アンロード）で

きるようにキャリア移載

パラレル I/O が完了

し，台車がキャリアを積

み込み（ロード）できる

ようにキャリア移載パラ

レル I/O がスタートす

る。 

ACQUIRING S6F11 
VehicleAcquire-
Started 

キャリア交換。 
例についてはシナリオ参照。
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遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

9 ASSIGNED 以降，台車が特定コマ

ンドに対して使われる

ことはない。 

NOT 
ASSIGNED 

S6F11 
Vehicle-Unassigned 

これは完了するか，アボート

したコマンドの結果である。ま

た，この台車を他のコマンド

に割り当てるか他の台車をこ

のコマンドに割り当てる

TSSC スケジューリングアルゴ

リズムの結果でもあり得る。 
10 NOT ASSIGNED 台車が TRANSFER コ

マンドに割り当てられる

ASSIGNED S6F11 
VehicleAssigned 

 

11 INSTALLED 台車が TRANSFER コ

マンドの割り当てから

外される 

REMOVED S6F11 
VehicleRemoved 

 

12 REMOVED TRANSFER コマンドで

使用するため台車が設

置される 

INSTALLED S6F11 
VehicleInstalled 

 

13 None システムリセット OUT OF 
SERVICE 
または 
IN SERVICE 

S6F11 
VehicleOutOfService 
または 
S6F11 
VehicleInService 

新しい状態は台車の現在状

態またはシステムリセット前の

状態に基づく 

14 IN SERVICE 装置は，台車を搬送に

使用すべきでないと判

断した。 

OUT OF 
SERVICE 

S6F11 
VehicleOutOfService 

これはアラーム状態の結果で

あり得る。 

15 OUT OF SERVICE 装置は，台車を搬送に

使用出来ると判断し

た。 

IN SERVICE S6F11 
VehicleInService 

 

 

6.5  キャリア状態モデル 

6.5.1  キャリア状態モデルの要求条件 

6.5.1.1  キャリア状態モデルの目的は，キャリアがTSSCの物理的領域内にある間，キャリアトラッキングに関する情

報をホストに提供することである（ホストはキャリアをコントロールしない）。装置は個々のキャリアをキャリア状態モデ

ルに従って追跡しなければならない。 
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6.5.2  キャリア状態モデル 
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図 5 

包括的キャリア状態モデル図 
 

6.5.3  キャリア状態定義 

6.5.3.1  INSTALLED － キャリアはTSSCのフィジカルドメインの中にある。 

6.5.3.2  WAIT IN (INSTALLED 下位状態) —キャリアはシステム内のポートにある。キャリアは保管場所や出庫場

所へ搬送される準備が出来ており，搬送前にこのキャリアに対して他の移動，動作があってはならない。自身の物

理的な部分としてのポートを持たない搬送保管システムはこの状態を持つことを要求されない。 

6.5.3.3  WAIT OUT (INSTALLED 下位状態) —キャリアはシステム内のポートにある。キャリアは人手であるいは他

のシステムによって取り除かれる準備が出来ている。自身の物理的な部分としてのポートを持たない搬送保管シス

テムはこの状態を持つことを要求されない。 

6.5.3.4  TRANSFERRING (INSTALLED 下位状態) —.キャリアはTSSCの物理領域内の場所間を「移動」している。

キャリアは物理的には移動していなくて，（もしシステムが台車ベースならば）台車上にあり，異常状態の結果として

新しいTRANSFERコマンドを待っている場合もある。 

6.5.3.5  STORED (INSTALLED 下位状態) —キャリアは保管場所にいる。保管場所を持たない搬送保管システム

はこの状態を持つことを要求されない。 

6.5.3.6  COMPLETED (STORED 下位状態) —キャリアは保管場所に保管され，関連するTRANSFERコマンドが

ない。この状態は，この保管場所がその搬送のTRANSFERコマンドの行先を示しているような搬送の完了の結果，

あるいはキャリアがALTERNATE状態にある場合にTRANSFERコマンドのアボートの結果，あるいはINSTALLコ

マンドの結果，としてあるあろう。 

6.5.3.7  ALTERNATE (STORED 下位状態) —キャリアは一時的に保管場所に保管されている。行先あるいは（も

しシステムが台車ベースならば）台車が使用可能になるまでTRANSFERコマンドの完了は保留される。 
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6.5.4  キャリア状態遷移表 

表 4   キャリア状遷移維表 

遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 none キャリアが AMHS SEM 装置の

WaitIn 位置に到着する。 
WAIT IN S6F11 

CarrierWaitIn 
 

2 WAIT IN AMHS SEM 装置はキャリアの

TRANSFER コマンドを実行しは

じめた。 

TRANSFERRING S6F11 Carrier-
Transferring 

 

3 TRANSFERRING 保管場所の DEST を持つ

TRANSFER コマンドの完了 
COMPLETED S6F11 

CarrierStored 
キャリアはその行先で

ある保管場所にある。 
4 COMPLETED AMHS SEM 装置はキャリアの

TRANSFER コマンドを実行しは

じめた。 

TRANSFERRING S6F11 Carrier-
Transferring 

 

5 TRANSFERRING キャリアは AMHS SEM 装置によ

ってポートに到着した。 
WAIT OUT S6F11 

CarrierWaitOut 
 

7 WAIT OUT キャリアは TSSC の物理領域から

取り除かれた。 
None S6F11 

CarrierRemoved 
 

8 TRANSFERRING 搬送コマンドの行先がふさがって

いる。 
ALTERNATE S6F11 

CarrierStoredAlt 
TSSC は行先が使用可

能になるのを待ってい

る。 
9 ALTERNATE ポートは使用可能になり，かつ

TRANSFER コマンドはキューの

最初にいる。 

TRANSFERRING S6F11 
CarrierResumed 

キャリアは行先への移

動を継続する。 

10 None TSSC データベース内でキャリア

エントリが作成あるいは修正され

る。 

COMPLETED S6F11 
CarrierInstall-
Completed 

INSTALL リモートコマ

ンドまたは TSCC の起

動によってであろう。 
11 INSTALLED キャリアエントリが TSSC データベ

ースから取り除かれる 
None S6F11 

CarrierRemove-
Completed 

REMOVE リモートコマ

ンドによってであろう。 

12 ALTERNATE TRANSFER コマンドがアボード

された。 
COMPLETED S6F11 

CarrierStored 
 

14 None 出庫動作でポートでの ID 読み

取りの結果が期待した ID と一致

しなかった。 

WAITOUT S6F11 
CarrierWaitOut 

 

15 None 1. TSSC の物理領域外の

SOURCE（例，製造装置のロード

ポート）で AMHS がキャリアを獲

得する。 
2.（重複 ID リカバリの結果として）

キャリアが AMHS 内に直接作成

される。 

TRANSFERRING S6F11 Carrier-
Transferring 

 

16 TRANSFERRING AMHS がシステム外ポート（例，

製造装置のロードポート）にキャリ

アを置く。 

None S6F11 
CarrierRemoved 

 

 

 13 E153-1109 
 

Full document details: SEMI E153-1109 (Japanese)

http://www.avadocuments.com/doc/semi-e153-1109-japanese
http://www.avadocuments.com/doc/semi-e153-1109-japanese


 

6.6  ポート移載状態モデル 

6.6.1  ポート移載状態モデル要求条件 

6.6.1.1  ポート移載状態モデルの目的は，アクセスしようとしているポートの使用に関して，ホストに情報を提供す

ることである。 これを用いることによって，ホストおよびAMHS SEM装置が動作していないポートの使用を避け，動

作中のポートを使用することが可能となる。 

6.6.2  ポート移載状態モデル 
 

 
   

IN SERVICE 

C1

OUT OF 
SERVICE 

2 3

C

TRANSFER 
BLOCKED

READY TO 
LOAD 

5 6

7 8

4

READY TO 
UNLOAD 

 
図 6 

ポート状態モデル図 
 

6.6.3  ポート移載状態定義 

6.6.3.1  OUT OF SERVICE － このポートへ／からの搬送が不能で，このポートをホストが発行する搬送コマン

ドで使用してはならない。このポートを使用するコマンドをホストが発行した場合，ポートがこの状態であるとの理由

だけでそのコマンドを拒否しない。 

6.6.3.2   IN SERVICE － このポートへ／からの搬送が可能である。 

6.6.3.3  次に示すのは，アクセスしようとしているポートの使用に関する情報をホストに提供するIN SERVICE状態

のオプションの下位状態である。その情報は，通常接続された装置との低レベルのインタフェースを介してTSSCに

よって得られる。接続された装置は，必須ではないが，一般的にSEMI E87 が定義するロードポート搬送状態モデ

ルに従う。これらの状態が実装されたとしても，すべてのポートに必要というわけではない。 

6.6.3.4  TRANSFER BLOCKED － この状態はREADY TO LOAD でもREADY TO UNLOADでもない。 

6.6.3.5  READY TO LOAD － ポートはAMHS SEM装置からキャリアを受け入れる（ロードする）ことが可能。 

6.6.3.6  READY TO UNLOAD － ポートは，そのポートが属するシステム以外のAMHS SEM装置によってキャリア

を取り除かれる（アンロードする）ことが可能。 
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6.6.4  ポート移載状態遷移表 

表 5  ポート移載状態遷移表 

遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 None システムリセット OUT OF 
SERVICE  
または 
IN SERVICE 

S6F11 
PortOutOfService 
または 
S6F11 PortInService 

新しい状態は，ポートの現

状態またはシステムリセット

前の状態に基づいている 

2 OUT OF SERVICE 装置がそのポートが搬送

に使用可能であると決定

している 

IN SERVICE S6F11 PortInService  

3 IN SERVICE 装置がそのポートを搬送

に使用してはならないと

決定している 

OUT OF 
SERVICE 

S6F11 
PortOutOfService 

これは警報状態の結果であ

ることがある 

4 None システムリセット TRANSFER 
BLOCKED 
READY TO 
LOAD 
READY TO 
UNLOAD 

S6F11 
PortTransferBlocked 
S6F11 
PortReadyToLoad 
S6F11 
PortReadyToUnload 

新しい状態はポートの現状

態に基づいている。 

5 TRANSFER 
BLOCKED 

ポートはキャリア配送の

準備ができている 
READY TO 
LOAD 

S6F11 
PortReadyToLoad 

 

6 TRANSFER 
BLOCKED 

ポートはキャリアを取り除

く準備ができている 
READY TO 
UNLOAD 

S6F11 
PortReadyToUnload 

 

7 READY TO LOAD キャリア搬送は許されな

い 
TRANSFER 
BLOCKED 

S6F11 
PortTransferBlocked 

 

8 READY TO UNLOAD キャリア搬送は許されな

い 
TRANSFER 
BLOCKED 

S6F11 
PortTransferBlocked 

 

 

6.7  保管場所状態モデル 

6.7.1  保管場所状態モデル要求条件 

6.7.1.1  保管場所状態モデルの目的は個々の保管場所の状態についての情報をホストに提供し，その場所に装

置がアクセスすることを防ぐことをオペレータに可能にすることである。 

6.7.1.2  保管場所の状態は空の場所とふさがっている場所の両方について更新可能である。 

6.7.1.3  REMOVEホストコマンドやINSTALLホストコマンドの使用を含んで，.キャリアはDISABLEDとENABLED
の両方の保管場所から論理的にINSTALLされREMOVEされることを許される。 

6.7.2  保管場所状態モデル 
 

DISABLEDENABLED
1

2
 

図 7 保管場所状態モデル図 
 

6.7.3  保管場所状態定義 

6.7.3.1  ENABLED —この保管場所へ／からの搬送が可能であり許可されている。 
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6.7.3.2  DISABLED —装置はキャリアの搬送のためにこの場所を使用してはならない。もしホストがこの場所への

アクセスを引き起こすようなTRANSFERコマンドを発行するならば，そのTRANSFERはHCACK 2（今，実行出来な

い）で拒否されなければならない。 

6.7.4  保管場所状態遷移表 

表 6  保管場所状態遷移表 

遷移# 前の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 ENABLED 保管場所が disabled に

なった。 
DISABLED S6F11 

StorageLocationStatus
Changed 

これは一般に，ある保管場所

を利用されないようにしたい

場合，オペレータによって装

置インタフェースで実行され

る。 
2 DISABLED 保管場所が enabled にな

った。 
ENABLED S6F11 

StorageLocationStatus
Changed 

 

 

7  収集イベントリスト 

7.1  本章ではデータ収集イベントを特定し，ストリーム 6 を推奨する関連変数データアイテムとして定義する。

ホストはSEMI E30 に定義されたレポート定義シナリオを利用してAMHS SEMで定義されたレベルのレポートを定

義できる。本章の意図は，このイベントではこのデータが使える，ということを示すことである。 

7.2  要求条件 

7.2.1  本スタンダードでは（§11 で要求されているGEM性能に従って）SEMI E30 スタンダードにリストアップさ

れている収集イベント全部が要求されている。 

7.2.2  収集イベント表 

表 7  収集イベント表（状態遷移に基づく） 

収集イベント名 遷移前の状態 遷移後の状態 DVVAL 要求 

TSSC の状態遷移イベント 

TSSCInService なし 
OUT OF SERVICE 

IN SERVICE N/A 

TSSCOutOfService なし 
IN SERVICE 

OUT OF SERVICE N/A 

TSSCAutoCompleted PAUSED 
PAUSING 

AUTO 
AUTO 

N/A 

TSSCAutoInitiated なし TSSC INIT N/A 
TSSCPauseCompleted PAUSING PAUSED N/A 
TSSCPaused TSSC INIT PAUSED N/A 
TSSCPauseInitiated AUTO PAUSING N/A 

TRANSFER コマンドの状態遷移イベント 

TransferAbortCompleted ABORTING なし CommandID 
TransferCompleteInfo 

TransferAbortFailed ABORTING ACTIVE（履歴） CommandID 
TransferAbortInitiated ACTIVE ABORTING CommandID 
TransferCancelCompleted CANCELING なし CommandID 
TransferCancelFailed CANCELING NOT ACTIVE（履歴） CommandID 
TransferCancelInitiated NOT ACTIVE CANCELING CommandID 
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収集イベント名 遷移前の状態 遷移後の状態 DVVAL 要求 

TransferCompleted ACTIVE なし CommandInfo 
TransferCompleteInfo 
ResultCode 

TransferInitiated QUEUED WAITING CommandID 
TransferPaused TRANSFERRING PAUSED CommandID 
TransferResumed PAUSED TRANSFERRING CommandID 
Transferring WAITING 

CANCELING 
TRANSFERRING 
TRANSFERRING 

CommandID 

台車の状態遷移イベント 

VehicleArrived ENROUTE PARKED VehicleID 
TransferLocationList 

VehicleAcquireStarted PARKED 
DEPOSITING 

ACQUIRING 
ACQUIRING 

VehicleID 
TransferLocation 
CarrierID 
（複数キャリア搭載台車の場合）
TransferLocationList 
CarrierIDList 

VehicleAcquireCompleted ACQUIRING PARKED VehicleID 
TransferLocation 
CarrierID 
（複数キャリア搭載台車の場合）
TransferLocationList 
CarrierIDList 

VehicleAssigned NOT ASSIGNED ASSIGNED VehicleID 
CommandID 

VehicleDeparted PARKED ENROUTE VehicleID 
TransferLocationList  

VehicleDepositStarted PARKED 
ACQUIRING 

DEPOSITING 
DEPOSITING 

VehicleID 
TransferLocation 
（複数キャリア搭載台車の場合）
TransferLocationList 
CarrierIDList 

VehicleDepositCompleted DEPOSITING PARKED VehicleID 
TransferLocation 
CarrierID 
（複数キャリア搭載台車の場合）
TransferLocationList 
CarrierIDList 

VehicleInstalled REMOVED INSTALLED VehicleID 
VehicleRemoved INSTALLED REMOVED VehicleID 
VehicleUnassigned ASSIGNED NOT ASSIGNED VehicleID 

CommandID 
VehicleInService なし 

OUT OF SERVICE 
IN SERVICE VehicleID 

VehicleOutOfService なし 
IN SERVICE 

OUT OF SERVICE VehicleID 

キャリアの状態遷移イベント 

CarrierInstallCompleted なし COMPLETED CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 

CarrierRemoveCompleted INSTALLED なし CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 
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収集イベント名 遷移前の状態 遷移後の状態 DVVAL 要求 

CarrierRemoved WAIT OUT 
TRANSFERRING 

なし 
なし 

CarrierID 
CarrierLoc 
CommandID 
HandoffType 
VehicleID 

CarrierResumed ALTERNATE TRANSFERRING CommandID 
CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 
Dest 
VehicleID 

CarrierStored TRANSFERRING COMPLETED CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 

CarrierStoredAlt TRANSFERRING ALTERNATE CommandID 
CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 
Dest 

CarrierTransferring WAIT IN 
COMPLETED 
なし 

TRANSFERRING 
TRANSFERRING 
TRANSFERRING 

CarrierID 
CarrierLoc 
CommandID 
CarrierZoneName 
VehicleID 

CarrierWaitIn なし WAIT IN CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 

CarrierWaitOut TRANSFERRING 
なし 

WAIT OUT 
WAIT OUT 

CarrierID 
CarrierLoc 
CarrierZoneName 

ZoneCapacityChange 任意の状態またはなし 任意の状態またはなし ZoneData 
ZoneStatusChanged 任意の状態またはなし 任意の状態またはなし ZoneName 

ZoneCapacity 
ZoneSize 
DisabledLocations 

ポート移載の状態遷移イベント 

PortInService なし 
OUT OF SERVICE 

IN SERVICE PortID 

PortOutOfService なし 
IN SERVICE 

OUT OF SERVICE PortID 

PortTransferBlocked 任意 TRANSFER BLOCKED PortID 
PortReadyToLoad 任意 READY TO LOAD PortID 
PortReadyToUnload 任意 READY TO UNLOAD PortID 

保管場所の状態遷移イベント 

StorageLocationStatusChanged ENABLED DISABLED ZoneName 
ZoneCapacity 
DisabledLocations 
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収集イベント名 遷移前の状態 遷移後の状態 DVVAL 要求 

StorageLocationStatusChanged DISABLED ENABLED ZoneName 
ZoneCapacity 
DisabledLocations 

 

7.2.3  複数の遷移に対応している「DVVAL要求」欄はこれらの遷移の全てが全ての指定されたDVVALを要求

されることを示している。 

7.2.4  「CarrierRemovedCompleted」イベント内の変数「CarrierLoc」には，このイベントの発行直前にキャリアがい

たキャリアロケーションをセットする。「CarrierRemoved」イベント内の「CarrierLoc」には，このイベントが発生したポ

ートをセットする。このことは，TRANSFERRINGからなしへの遷移の場合，搬送保管システム外のポート（例えば装

置ロードポート）がセットされ，WAIT OUTからなしへの遷移の場合，搬送保管システムの一部であるポートがセット

される，ということである。 

7.3  非-遷移収集イベント表 

表 8  非‐遷移搬送収集イベント表 

収集イベント名 イベント概要 要求 DVVALs 

CarrierIDRead キャリアの確認は搬送保管システムによって行なわ

れている。 
CarrierLoc 
IDReadStatus 
ReadCarrierID 
OrgCarrierID 

CarrierInstallFailed INSTALL コマンドが失敗した。 CarrierID 
FailureCode 

CarrierLocationChanged キャリアがサプライアによって予め決められたキャリ

アロケーションに入る時に TSSC はこのイベントを発

行する。サプライアは予め定義したキャリアロケーシ

ョンの一覧を示す責任がある。 

CarrierID, 
CarrierLoc 

CarrierRemoveFailed REMOVE コマンドが失敗した。 CarrierID 
FailureCode 

CarrierRenameCompleted TSSC が CarrierID を変更する時，TSSC はこのイ

ベントをホストに送る。 
CarrierID 
OrgCarrierID 

OperatorInitiatedAction （Factory Host からではなく）オペレータが TSSC
から指示する搬送アクション。

“OperatorInitiatedAction” event の後，表 7 に記載

されている関連状態遷移イベントをホストに送信す

る必要がある。 

CommandID 
CommandType 
CarrierID 
Source 
Dest 
Priority 

UnitStatusCleared 搬送単位（搬送ユニット）においてステータス情報

がクリアされる｡.  このイベントは仕様への準拠の観

点からは不要であるが，UnitStatusClearable の値が

‘Y’の状態で UnitStatusOccurred イベント毎に生成

される必要がある｡ 

UnitID, UnitStatusID, UnitStatusText, 
VehicleState, VehicleLocation 
搬送台車に関する変数は，台車を利用した

システムが利用されている場合のみ必要と

される｡ 
UnitStatusOccurred 搬送単位（搬送ユニット）によって発せられるステー

タス情報。装置サプライヤはどんな状態の時にどの

ような情報がホストに送られるべきかを決めなけれ

ばならない。このイベントは仕様への準拠の観点か

らは不要である。 

UnitID, UnitStatusID, UnitStatusText, 
UnitStatusClearable, VehicleState, 
VehicleLocation 
搬送台車に関する変数は，台車を利用した

システムが利用されている場合のみ必要と

される｡ 
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8  変数データアイテム 

8.1  本章の目的はAMHS SEM搬送装置に要求される変数データアイテムリストを定義することである。ホスト

は変数の値を収集イベント報告およびホストからのステータス問い合わせによって知ることができる。 

8.2  要求条件 

• SEMI E30 に定義されている変数データアイテムおよびデータアイテムの制限はすべて（§11 で要求されて

いる GEM 性能に従って）AMHS SEM 準拠の搬送装置にも要求される。 

• 特定の搬送装置分類に関する AMHS SEM 変数データアイテムディクショナリに載っている変数データアイテ

ム全部が AMHS SEM 準拠の搬送装置に要求される。データアイテムの制限も要求される。 

• 変数データアイテムディクショナリにある SV のいくつかには下付文字の“i”がついているものがある

（CarrierIDi など）。この下付文字は SV の特定のインスタンスを表している。システム内では普通，SV の複数

のインスタンスが同時にアクティブになるので，下付文字が必要になるのである（例えば，同時に 20 個のキャリ

アがアクティブになるなら，CarrierIDi に関して“i”は 1 から 20 まであることになる）。下付文字“i”がついている

変数データアイテムには変数 ID を割り当ててはいけない。 

• ASCII（A）フォーマットの変数データアイテムは，すべて 10 進の 32 から 126 の範囲内の印刷可能な文字列

に限られる。しかし，次の無認可の文字列は除外：“*” (10 進の 42)， “\”(10 進の 92)。 

8.2.1  変数データアイテムは以下のフォーマットを使ってAMHS SEM変数データアイテムディクショナリに記述

する。 

変数名 タイプ 説明 クラス フォーマット コメント 
 

フォーマットの説明： 

変数名：変数データアイテムのユニークな名前。 

タイプ：CV － 共通変数を意味する。すべての台車に共通した変数。 

CSV － コンフィグレーション独自の変数。 

説明：クラスがDVVALなら，説明にはIBSEMイベントでどの場合にデータ有効なのかをが記される。 

クラス：アイテムのデータタイプ。 

フォーマット：＜SECSメッセージ言語（SML）記憶法＞認められるフォーマットはSEMI E5 リスト，ASCII，浮動

小数点，符号なし整数あるいは符号付き整数である。「ANY」という記述は上記のフォーマットのどれでも認め

られ，決定はサプライヤに任せられているという事を意味している。 

コメント：その変数名に関した追加情報。 

8.3  変数データアイテムのタイプ 

8.3.1  搬送装置定数（ECV） － ホストはS2F15 を使って値を変更できる。オペレータが値の一部あるいは全部を

変更できる場合がある。ホストはS2F13/14 トランザクションあるいはストリーム 6 報告を使っていつでも搬送装置定

数の値を問い合わせできる。 

8.3.2  ステータス変数（SV） － 変数はいかなる場合でも有効である。SVはホストあるいはオペレータによって変

更されることはないが，搬送装置によって変更される場合はある。ホストあるいはオペレータのコマンドは搬送装置

ステータスを変えてSVを変えることができる。ホストはS1F3/4 あるいはストリーム 6 報告を使っていつでもステータス

変数の値を問い合わせできる。 

8.3.3  データ変数（DVVAL） － これは特定の収集イベントが発生すると有効になる変数で，それ以外の時には

搬送装置によって有効であったり有効でなかったりする。変数データアイテムが無効の時にその値を読もうとしても

エラーにはならないが，報告されるデータは無意味なものかもしれない。 
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8.3.4  変数データ（V） － これは変数データのクラスの一つで，過去に定義された変数タイプをすべて含んでい

る。 

8.4  変数データアイテムディクショナリ 

表 9  変数データアイテムディクショナリ 

変数名 タイプ 説明 クラス フォーマット コメント 

CarrierID CV 移動中のキャリアの ID。 
CarrierID は TSSC 内の各キャ

リアに対してユニークでなけれ

ばならない。 

DVVAL A[1–64] Id が装置で作られると（id リ

ーダ，ホストインタフェー

ス，またはユーザーインタ

フェースを介して入手する

のではない），それは次の

形式でなければならない。 
UNKNOWNEqpNameSeq 
ここで，UNKNOWN は

“UNKNOWN ”の正しいつ

づりで，EqpName は，

EqpName ECV の値である

（必要なら末尾を切り捨て

る） 
Seq は，ベンダーが決める

ユニークなシーケンス識別

子である。 
CarrierIDi CV i 番目のキャリアの ID。 SV A[1–64] CarrierID に対するコメント

を参照。 
CarrierIDList CV 移動中のキャリアの Id。 DVVAL L,n 

1.<CarrierID1> 
. 
. 
n.<CarrierIDn> 

“n”は同時に搬送している

キャリアの数は同時に搬送

しているキャリアの数。 

CarrierLoc CSV TSSC が報告する，搬送保管

システム内部のキャリアの場

所。それは物理場所か仮想場

所のいずれかである。 

DVVAL A[1–64] 複数のキャリアを同時に搬

送する台車では，それぞれ

の荷台がユニークな

“CarrierLoc”をもたなけれ

ばならない。 また，それら

は，多の台車上のロケーシ

ョンとも区別されなければ

ならない。 
CarrierLoci CSV TSSC が報告する，搬送保管

システム内部の i 番目のキャリ

アの場所。それは物理場所か

仮想場所のいずれかである。 

SV A[1–64]  

CarrierStatei CV キャリア状態 SV U2 0 = NONE 
1 = WAIT IN 
2 = TRANSFERRING 
3 = COMPLETED 
4 = ALTERNATE 
5 = WAIT OUT 

CarrierZone 
Name 

CV キャリアの現在の場所に関係

するゾーンの名前 
DVVAL A[0–64] 場所は特定のゾーンに関

係づけられる必要はない。 
CarrierZone 
Namei 

CV キャリアの現在の場所に関係

するゾーンの名前 
SV A[0–64] 場所は特定のゾーンに関

係づけられる必要はない。 
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変数名 タイプ 説明 クラス フォーマット コメント 

CommandID CV リモートコマンド ID。 
TSSC が生成したコマンド ID 

DVVAL A[1–64] 指定のリモートコマンドをの

ちに参照するのに用いる

（例。あるリモートコマンドを

キャンセルするために） 
非遷移収集イベン

ト”OperatorInitiatedAction”
を用いて TSSC によってコ

マンドが生成されるならば，

CommandID は文字

列’MANUAL’から始まりそ

の後に任意の通番識別子

が続かなければならない。 
CommandIDi CV i 番目のリモートコマンド ID。 

TSSC が生成した i 番目のコマ

ンド ID 

SV A[1–64] 指定のリモートコマンドをの

ちに参照するのに用いる

（例。あるリモートコマンドを

キャンセルするために） 
Command 
Info 

CV 特定の TRANSFER コマンドに

関連したコマンド情報 
DVVAL L,3 

1. <CommandID> 
2. <Priority> 
3. <Replace> 

 

Command 
Infoi 

CV 特定の TRANSFER コマンドに

関連したコマンド情報 
SV L,3 

1. <CommandIDi> 
2. <Priorityi> 
3. <Replacei> 

 

CurrentPort 
States 

CV i 番目の TRANSFER コマンド

に関連したコマンド情報 
SV L,n 

1. <PortInfo1> 

. 

. 
n. <PortInfon> 

 

Command 
Type 

CV 起動されるコマンドのタイプ DVVAL A[1-20] 有効な値は以下である。 
‘TRANSFER’ 
‘CANCEL’ 
‘ABORT’ 

Dest CV 行先場所識別子。有効なキャリ

アロケーションまたはゾーンま

たはポート群である。キャリアロ

ケーションは，ポートまたは保

管場所または移載場所であ

る。 

DVVAL A[1–64]  

Desti CV i 番目の行先場所識別子。有

効なキャリアロケーションまたは

ゾーンまたはポート群である。

キャリアロケーションは，ポート

または保管場所または移載場

所である。 

SV A[1–64]  

Disabled 
Locations 

CV １つのゾーン内の全ての

Disabled の場所のリスト 
DVVAL L,n 

1. <DisabledLoc1> 
. 
n. <DisabledLocn> 
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変数名 タイプ 説明 クラス フォーマット コメント 

Disabled 
Locationsi 

CV １つのゾーン内の全ての

Disabled の場所のリスト 
SV L,n 

1. <DisabledLoc1> 
. 
n. <DisabledLocn> 

 

DisabledLoc CV Disabled になっている場所 DVVAL L,2 
1. <CarrierLoc> 
2. <CarrierId> 

場所が空の場合は

CarrierId は空である。 

DisabledLoci CV Disabled になっている場所 SV L,2 
1. <CarrierLoci> 
2. <CarrierIdi> 

場所が空の場合は

CarrierId は空である。 

Disabled 
Quantityi 

CV Disabled になっている場所の

数 
SV U2 ZoneSize = 

EnabledQuantityi + 
DisabledQuantityi 

Enabled 
Quantityi 

CV Enabled になっている場所の数 SV U2 ZoneSize = 
EnabledQuantityi + 
DisabledQuantityi 

Enhanced 
Carriers 

CV TSSC データベースに格納され

ているすべてのキャリアの現在

のステータスを記す。 

TRANSFER コマンドが発行さ

れたすべてのキャリアを含む。 

SV L,n 
1. <EnhancedCarrierInfo1> 
. 
. 
n. <EnhancedCarrierInfon> 

 

Enhanced 
CarrierInfoi 

CV 個別キャリアのすべてのデータ

ベース情報 
SV L,5 

1. <CarrierIDi> 
2. <VehicleIDi> 
3. <CarrierLoci> 
4. <CarrierZoneNamei > 
5. <InstallTimei> 

キャリアが台車上にいない

場合，VehicleID は空であ

る。キャリアが台車上にある

場合は，CarrierZoneName
は空である。CarrierLoc は

常に値を持つ。 

Enhanced 
Transfers 

CV すべての TRANSFER コマンド

の現在のステータスを記す 
SV L,n 

1. <EnhancedTransfer 
Command1> 
. 
. 
n. <EnhancedTransfer 
Commandn> 

 

Enhanced 
Transfer 
Commandi 

CV 個別 TRANSFER コマンドの情

報 
SV L,3 

1. <CommandInfoi> 
2. <TransferStatei> 
3. L,n 
1. <TransferInfo1> 
. 
n. <TransferInfon> 

 

Enhanced 
Vehicles 

CV すべて利用可能または

TRANSFER コマンドに対して

使用中の全台車の現在のステ

ータスを記す 

SV L,n 
1. <EnhancedVehicle1Info> 
. 
. 
n.<EnhancedVehicleInfon> 

 

Enhanced 
VehicleInfoi 

CV 特定台車に関連した情報。 SV L,3 
1. <VehicleID> 
2. <VehicleState> 
3. <VehicleLocation> 

 

EqpName CV TSSC のユニークな ID。 ECV A[1–80] デバイス名のようなもの。 
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変数名 タイプ 説明 クラス フォーマット コメント 

Extended 
ActiveZones 

CV 全てのゾーンの現在状態のリ

スト 
SV L,n 

1. <ExtendedZoneData1> 
.. 
n. <ExtendedZoneDatan> 

 

Extended 
ZoneDatai 

CV 特定のゾーンの情報 SV L,5 
1. <ZoneNamei> 
2. <ZoneCapacityi> 
3. <ZoneTotalSizei> 
4. <ZoneTypei> 
6. <DisabledLocationsi> 

 

FailureCode CV CarrierInstallFailed イベントと

CarrierRemovedFailed イベント

で使用される失敗理由 

DVVAL U2 1 =未定義の失敗 
2 =場所がふさがっている
(Install) 
3 =キャリアが存在しない 
(Remove) 
4–63 = 予約 

HandoffType CV .装置所有権の移管点（例えば

ポートから台車へ）で起こる移

載のタイプを示す。 

DVVAL U2 MANUAL = 1 
移載ハンドシェークが起こ

らないことを意味する（例，

PGV 移載） 
AUTOMATED = 2 
ハンドシェークが起こること

を意味する（例，SEMI 
E84） 

IDRead 
FailureOption 

CV ID リードエラーが処置される仕

方を示す。 
ECV U1 0 = TSSCControlled 

1 = HostControlled 詳細に

ついてはキャリア ID エラー

シナリオ(表 R1-2)を参照。 
IDReadStatus CV ID 読み取りイベントの結果のコ

ード 
DVVAL U2 成功 = 0 

失敗 = 1 
重複 = 2 
不一致 = 3 

InstallTimei CV キャリアが TSSC データベース

に登録された時刻。 
SV TIME (A16) yyyymmddhhmmsscc 

OrgCarrierID CV 元々のキャリア ID DVVAL A[0–64]  
PortID CV ポートの ID。 DVVAL A[1–64]  
PortIDi CV ポートの ID。 SV A[1–64]  
PortInfoi CV 特定ポートに関連するポート情

報。 
SV L,2 

1. <PortIDi> 

2. <PortTransferStatei> 

 

PortTransfer 
Statei 

CV ポート搬送状態。 SV U2 1 – OutOfService 
2 – InService 
4 – TransferBlocked 
5 – ReadyToLoad 
6 – ReadyToUnload 

Priority CV リモートコマンドのプライオリテ

ィ。 
DVVAL U2 0 は無効。 

1 は最低のプライオリティ

で，99 は最高のプライオリ

ティ。 
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変数名 タイプ 説明 クラス フォーマット コメント 

Priorityi CV i 番目のリモートコマンドのプラ

イオリティ。 
SV U2 0 は無効。 

1 は最低のプライオリティ

で，99 は最高のプライオリ

ティ。 
Replace CV Dest でキャリアの交換が

TRANSFER コマンドに含まれ

ている場合，それを知らせるた

めのフラッグ。 

DVVAL U2 0 = OFF 
> 0 = ON 

Replacei CV Dest でキャリアの交換が

TRANSFER コマンドに含まれ

ている場合，それを知らせるた

めに使われる i 番目のフラッ

グ。 

SV U2 0 = OFF 
> 0 = ON 

ReadCarrier 
ID 

CV ID リーダが読んだ CarrierID DVVAL A[0-64]  

ResultCode CV 搬送保管システムコマンドの結

果コード。コマンド完了イベント

に関連している。 

DVVAL U2 ResultCode の値は意味の

ある完了結果に対応する

（0 は常に正常な完了を意

味する）。 
以下の ResultCode が要求

される。 
0 = 成功 
1 =他のエラー 
2 =ゾーンが一杯 
3 = ID 重複 
4 = ID 不一致 
5 = ID 読み取り失敗 
6 =搬送元が空 
7 =行先がふさがっている 

Source CV 搬送元ポートのユニークな識

別子。 
DVVAL A[1–64]  

Sourcei CV i 番目の搬送元ポートのユニー

クな識別子。 
SV A[1–64]  

SpecVersion CV 装置が準拠している SEMI 
E153 の版。 

SV A[0–20] 例の値は：SEMI E153-
1109。装置が準拠していな

い場合，ゼロ長値を規定す

ることができる。 
Transfer 
Command 

CV 特定の TRANSFER コマンドに

関連した情報。 
DVVAL L,2 

1. <CommandInfo> 
2. L, m 
1. <TransferInfo1> 
. 
. 
. 
m. <TransferInfom> 

m≦搬送単位にあるキャリ

アの数。 
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